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 睦岡小学校の第１回学校運営協議会を６月１８日（火）に開催しました。今回は、学校運営協議会の委員の委嘱が

行われました。学校と地域が一体となり、特色ある学校づくりを進めることができるよう、１５名の委員で熟議を重

ねていきます。 

第１回学校運営協議会 開催 （概要紹介） 

◆教育委員会挨拶（教育長） 

・地域と学校の連携を深めるために、校長が地域の思いを生かした学校経営を行うことで、地域の学校支援が更に充

実する。そのことで子供の学びが豊かになる。また、社会問題となっている教員の働き方改革につながる。 

・地域と学校の一層の連携推進に向け、委員の方々からの積極的な協議をお願いしたい。 

◆睦岡小学校運営協議会委員◆ ◎会長 ○副会長 

◎戸村 雅彦 委員（元学校評議員） 

・宇井 一孝 委員（元学校評議員） 

・鈴木 武志 委員（おやじの会） 

・平間 健太 委員（PTA会長） 

・櫻井 久恵 委員（PTA副会長） 

・竹内 秀樹 委員（睦岡小校長） 

・野口 豪志 委員（睦岡小教頭） 

・岩澤 健一 委員（元高校校長） 

〇今井 貴司 委員（PTA前会長） 

・土屋 淳子 委員（睦岡小前校長） 

・十川 倫江 委員（主任児童委員） 

・中村 之彦 委員（山武中校長） 

・宮野 勝典 委員（山武北小教頭） 

・飯田 秀正 委員（若杉保育園長） 

・杉浦 和子 委員（地域学校協働活動推進員） 

 

◆コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）について 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

【文部科学省HPより】↑ 

【議事】 

（１）会長選出について （２）副会長選出について  ※上記のとおり承認 

（３）本年度の活動について 

 ～学校運営協議会の昨年度の成果と課題から～ 

〇学校経営の重点：・行事等への案内を増やす・授業参観による児童の実態把握 ・参観時に校舎の環境点検 

・学力向上の手立て（家庭学習について） ・食育について ・体力向上について 

コミュニュティスクール）

【学校運営協議会役割】 

①「めざすこどもづくり」

に向けた方策を協議・熟

議する。 

②「運営を支援する協働」

に結び付く方策を協議・

熟議する。 

学校運営協議会における 

３つの権限 



  ～R6年度の全体像～（学校要覧参照） 

    【学校経営の指標】：すべての判断は「児童一人一人が笑顔でいるか」におく 

    【学校教育目標】：「笑顔で学び 心豊かに たくましい 児童の育成」 

    【めざす学校像】：大地に根をはる山武杉の姿に見立て、3本の木（気）を育てる。 

      ⑴進んで発表、学習が好きになる学校「根気」 

 ⑵すべての友達を大切にし、いじめのない学校「本気」 

      ⑶元気いっぱい、全力でがんばる児童がいる学校「元気」 

    【めざす児童像】 

      １．継続して学ぶ児童（知） ２．友達を大切にする児童（徳） ３．心身ともにたくましい児童（体） 

   ～学校運営協議会について～ 

     ・地域との連携をさらに深める  多くの支援ボランティアに支えられた学校教育活動 

      「児童支援」「学習支援」「防犯支援」「環境支援」 

   ～主な年間計画～ 

     ※多くの地域の方が関わって児童を育てていく睦岡小学校！ 

 

  ＜意見交換＞  ～抜粋～ 

 

（４）今後の会議スケジュール 

    令和6年11月12日（火） 授業参観、現状の課題と支援について 

    令和7年 2月１9日（水） 学校評価、R7年度の方針について 

 新委員による睦岡小学校の学校運営協議会がスタートしました。４年目を迎える学校運営協議会が、さらに充実し

たものとなり、地域が一体となって、睦岡小学校の学校教育目標の実現、課題解決がされていければと思います。保

護者、地域の方々も、睦岡小学校の教育活動にご協力お願いします。なお、傍聴を希望する方は、事前に事務局又は

学校へご連絡ください。（事務局より） 

 

＜安全＞ 

・雨の日は送迎が多い。PTA での見守り。一人で歩いている子、遅れてくる子が気になる。速度制限と歩道の確

保について要望した。 

・安全面でのボランティアはなかなか集まらない。教員が土砂降りの中交通整理している。あれを見たら教員にな

る人がいない。防犯・安全は永遠の課題。 

・昔は、けがは自分のせい。今は学校の責任。先生は萎縮している。その現状を理解してもらう。本業の授業をし

て学力をつけることが大事。社会の教育文化を高める。 

 

 

 

＜体験学習＞ 

・小学校は職業を知る。中学生は職場体験。保護者に来校してもらって話をしてもらった。 

・体験から学びへつなげることが大切なので、体験は何でもよい。教師が学びへつなげられるように筋道をたてて

おく。 

・小中で連携できることがある。その実現は、地域での結びつきを作っていくことになる。 

・小学生のうちから交流する意識を育てていく。地域に愛着をもてるように、小中の交流は大事。教師の交流もし

たほうがいい。 

＜その他＞ 

・外国籍の子供、保護者との連携 

・スクールゾーンの周知 


